
【資料２】

１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和３年度（見込））

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

（４）令和２年度事業評価結果を踏まえた取組等

令和４年度　半田・常滑(A)路線に係る生活交通確保計画

運行系統

6.5

6.5

5.5

5.5

負担者別内訳

知多半田駅 青山駅前 常滑駅

往

復

12.0 半田市
往
復

8.0 8:15 ～ 19:25

12.0 常滑市
往
復

区分 利用促進策の内容

計画
(R3.10)

半田・常滑（Ａ）線 4.6 6.0
27.6

372.20 271.67 40,848.0 15,203 11,097 4,106 2,053 2,053 0 0

計画
(R3.10)

半田・常滑（Ａ）線

区分 事業効果の内容

４年度
５年度
６年度

半田・常滑(D)線、半田・常滑(N)線と共に本系統を維持することにより、半田市内及び常滑市内にある主要駅や大型店舗、病院等への移動手段が確保され、半田
市民及び常滑市民のくらしの足の確保ができる。

ホームページ、広報紙への時刻表掲載を行い、利用促進へのPRをすすめる。
自治体間の情報共有に努めるとともに、沿線のイベント情報等の情報発信を協力して行う。

4.6 6.0

区分 ３年度(見込) ４年度 ５年度

市町村名：
半田市・常滑市

半田市中部・南西部地域、常滑市南東部・西部地域

・現在利用者数（令和３年度）：60,000人
・将来利用者見込数（令和５年度）：60,000人

・知多半田駅・青山駅・常滑駅への通勤・通学者
・沿線の愛知県立半田特別支援学校、常滑西小学校への通学者

・半田市中心市街地と常滑市中心市街地を結ぶ地域間幹線系統であり、沿線の学校や主要駅等への移動手段として利用されています。
また、半田市内の青山駅や知多半田駅において、地域内フィーダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するため
に必要である。
半田市中心市街地と常滑市中心市街地を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通勤通学者の他、沿線の学校への通学の足としても機能している。また、半田市内の青山駅や知多半田駅において、地域内フィー
ダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するために必要である。

・民営バス事業者運行による乗合バス（路線定期運行）

区分 系統名
系統

キロ程

１日当たり
計画運行回

数
運行時間帯 備考

起点 主な経由地 終点 関係市町村キロ程

常滑市内において同社が運行する半田・常滑(D)線、半田・常滑(N)線、常滑南部(B)線と補完して、利用者の利便を図っている。

区分 系統名
１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

計画
平均乗
車密度
(人)

B

計画輸送量(人)

《A×B》

キロ当たり
経常費用
(円銭)

C

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

計画実車
走行キロ

(km)
E

経常費用
(千円)

F
《C×E》

経常収益
(千円)

G
《D×E》

欠損見込額
(千円)

H
《F－G》

国
(千円)

県
(千円)

市町村
(千円)

事業者
(千円)

年間利用者
数(人)

60,000 60,000 60,000 60,000

※上記目標
設定の考え

方

令和３年度見込みを維持することを基本として設定した。

４年度
５年度
６年度

ホームページ、広報紙への時刻表掲載、利用促進ＰＲ、沿線学校との連携強化、
また、半田市内のフィーダー路線（青山・成岩線、半田中央線）や半田北部線との乗り継ぎダイヤの配慮や乗り継ぎ停留所の整備を図ります。

６年度

（現行からの変更点）

１日当たり計画運行回数

×計画平均乗車密度
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【資料２】

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）４年度の生産性向上の取組

（２）定量的な効果目標

【参考】経常収支率

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 半田市 市町村名 常滑市 市町村名
運営主体

72.37%

取組
関係市町と連携を図りながら、半田・常
滑線のPRや周知を行う。
分かりやすく、利用しやすいダイヤの設
定を行う。

①フィーダー路線を継続的に実施する。
②バスロケーションシステムの継続運用
により利便性の向上を図る。
③時刻表の市報への折り込み配布及び公
共施設への配架。
④高齢者運転免許自主返納促進事業の継
続により、対象となる高齢者にバス利用
券を交付し、利用促進を図る。

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事業者と連絡を密にし、広報誌や市の
ホームページを活用することで、利用促
進に努めていく。

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等

随時 随時

指標 収支改善率１％

増
収
策
、

経
費
削
減
策
等
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【資料２】

１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和３年度（見込））

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

（４）令和２年度事業評価結果を踏まえた取組等

令和４年度　半田・常滑(D)路線に係る生活交通確保計画

運行系統

6.5

6.5

18.3

19.7

負担者別内訳

知多半田駅 りんくう常滑駅
中部国際空港
（循環C）

往

復

24.8 半田市
往
復

8.0 5:50 ～ 22:20

26.2 常滑市
往
復

区分 利用促進策の内容

計画
(R3.10)

半田・常滑（D）線 8.0 4.6
36.8

372.20 230.14 148,920.0 55,428 34,272 21,156 9,255 9,255 638 2,008

計画
(R3.10)

半田・常滑（D）線

区分 事業効果の内容

４年度
５年度
６年度

半田・常滑(A)線、半田・常滑(N)線と共に本系統を維持することにより、半田市内及び常滑市内にある主要駅や大型店舗、病院等への移動手段が確保され、半田
市民及び常滑市民のくらしの足の確保ができる。
また、中部国際空港からの旅行客の半田市及び常滑市の観光施設等への移動手段の確保もできる。

ホームページ、広報紙への時刻表掲載を行い、利用促進へのPRをすすめる。
自治体間の情報共有に努めるとともに、沿線のイベント情報等の情報発信を協力して行う。

8.0 4.6

区分 ３年度(見込) ４年度 ５年度

市町村名：
半田市・常滑市

半田市中部・南西部地域、常滑市南東部・西部地域

・現在利用者数（令和３年度）：140,000人
・将来利用者見込数（令和５年度）：140,000人

・知多半田駅、青山駅、常滑駅への通勤・通学者
・イオンモール常滑への通勤者、買い物客
・沿線の愛知県半田特別支援学校、常滑西小学校への通学者
・中部国際空港への通勤者、空港利用者

・半田市中心市街地と常滑市中心市街地及び常滑市民病院を結ぶ地域間幹線系統であり、沿線の学校や主要駅、常滑市内の大型商業施設等への移動手段として利用されています。
　また、半田市内の青山駅や知多半田駅において、地域内フィーダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するために必要である。
半田市中心市街地と常滑市中心市街地を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通勤・通学、沿線の学校への通学を始め、常滑市内の大型商業施設や中部国際空港への移動手段としても機能している。また、半田市内の青山駅や知
多半田駅において、地域内フィーダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するために必要である。

・民営バス事業者運行による乗合バス（路線定期運行）

区分 系統名
系統

キロ程

１日当たり
計画運行回

数
運行時間帯 備考

起点 主な経由地 終点 関係市町村キロ程

常滑市内において同社が運行する半田・常滑(D)線、半田・常滑(N)線、常滑南部(B)線と補完して、利用者の利便を図っている。

区分 系統名
１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

計画
平均乗
車密度
(人)

B

計画輸送量(人)

《A×B》

キロ当たり
経常費用
(円銭)

C

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

計画実車
走行キロ

(km)
E

経常費用
(千円)

F
《C×E》

経常収益
(千円)

G
《D×E》

欠損見込額
(千円)

H
《F－G》

国
(千円)

県
(千円)

市町村
(千円)

事業者
(千円)

年間利用者
数(人)

140,000 140,000 140,000 140,000

※上記目標
設定の考え

方

令和３年度見込みを維持することを基本として設定した。

４年度
５年度
６年度

ホームページ、広報紙への時刻表掲載、利用促進ＰＲ、沿線学校との連携強化、
また、半田市内のフィーダー路線（青山・成岩線、半田中央線）や半田北部線との乗り継ぎダイヤの配慮や乗り継ぎ停留所の整備を図ります。

６年度

（現行からの変更点）

１日当たり計画運行回数

×計画平均乗車密度
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【資料２】

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）４年度の生産性向上の取組

（２）定量的な効果目標

【参考】経常収支率

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 半田市 市町村名 常滑市 市町村名
運営主体

48.92%

取組
関係市町と連携を図りながら、半田・常
滑線のPRや主要施設への周知を行う。
分かりやすく、利用しやすいダイヤの設
定を行う。

①フィーダー路線を継続的に実施する。
②バスロケーションシステムの継続運用
により利便性の向上を図る。
③時刻表の市報への折り込み配布及び公
共施設への配架。
④高齢者運転免許自主返納促進事業の継
続により、対象となる高齢者にバス利用
券を交付し、利用促進を図る。

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

事業者と連絡を密にし、広報誌や市の
ホームページを活用することで、利用促
進に努めていく。

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等

随時 随時

指標 収支改善率１％

増
収
策
、

経
費
削
減
策
等
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【資料２】

１．輸送サービスの範囲
（１）利用対象地域

（２）利用数（現在：令和３年度（見込））

（３）路線の特性及び利用者の特徴

（４）路線の必要性

２．輸送サービスの形態

３．輸送サービスの水準

４．輸送サービスの提供主体及びその理由

５．輸送サービスの提供主体及びその理由

×

６．輸送サービスの利用促進計画
（１）利用者数の目標

（２）利用促進策

（３）事業の効果

（４）令和２年度事業評価結果を踏まえた取組等

令和４年度　半田・常滑(N)路線に係る生活交通確保計画

運行系統

6.5

6.5

17.5

17.4

負担者別内訳

日本福祉大学 知多半田駅 常滑市民病院

往

復

24.0 半田市
往
復

3.6 6:35 ～ 21:55

23.9 常滑市
往
復

区分 利用促進策の内容

計画
(R3.10)

半田・常滑（D）線 3.6 6.4
23.0

372.20 269.12 63,969.3 23,809 17,215 6,594 3,296.5 3,296.5 0.0 1.0

計画
(R3.10)

半田・常滑（N)線

区分 事業効果の内容

４年度
５年度
６年度

半田・常滑(A)線、半田・常滑(D)線と共に本系統を維持することにより、半田市内及び常滑市内にある主要駅や大型店舗、病院等への移動手段が確保され、半田
市民及び常滑市民のくらしの足の確保ができる。
半田市西部から半田市役所、半田病院等への直通運行をすることにより利便性向上を図る。

ホームページ、広報紙への時刻表掲載を行い、利用促進へのPRをすすめる。
自治体間の情報共有に努めるとともに、沿線のイベント情報等の情報発信を協力して行う。

3.6 6.4

区分 ３年度(見込) ４年度 ５年度

市町村名：
半田市・常滑市

半田市中部・南西部地域、常滑市南東部・西部地域

・現在利用者数（令和３年度）：81,000人
・将来利用者見込数（令和５年度）：81,000人

・知多半田駅、青山駅、常滑駅への通勤・通学者
・イオンモール常滑への通勤者、買い物客
・沿線の日本福祉大学、愛知県半田特別支援学校、常滑西小学校への通学者
・半田病院、常滑市民病院への通院者

・半田市中心市街地と常滑市中心市街地及び常滑市民病院、日本福祉大学を結ぶ地域間幹線系統であり、沿線の学校や主要駅、常滑市内の大型商業施設等への移動手段として利用されます。
また、半田市内の青山駅や知多半田駅、日本福祉大学において、地域内フィーダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するために必
要である。
半田市中心市街地と常滑市中心市街地及び常滑市民病院、日本福祉大学を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通勤・通学、沿線の学校への通学を始め、常滑市内の大型商業施設等への移動手段としても機能している。また、半
田市内の青山駅や知多半田駅において、地域内フィーダー路線への乗り継ぎにより、地域内の病院や店舗、スーパーなどへの移動手段など地域住民の日常生活における移動手段を確保するために必要である。

・民営バス事業者運行による乗合バス（路線定期運行）

区分 系統名
系統

キロ程

１日当たり
計画運行回

数
運行時間帯 備考

起点 主な経由地 終点 関係市町村キロ程

常滑市内において同社が運行する半田・常滑(A)線、半田・常滑(D)線、常滑南部(B)線と補完して、利用者の利便を図っている。

区分 系統名
１日当
たり計
画運行
回数

(回)

A

計画
平均乗
車密度
(人)

B

計画輸送量(人)

《A×B》

キロ当たり
経常費用
(円銭)

C

当系統キ
ロ当たり
経常収益
(円銭)

D

計画実車
走行キロ

(km)
E

経常費用
(千円)

F
《C×E》

経常収益
(千円)

G
《D×E》

欠損見込額
(千円)

H
《F－G》

国
(千円)

県
(千円)

市町村
(千円)

事業者
(千円)

年間利用者
数(人)

81,000 81,000 81,000 81,000

※上記目標
設定の考え

方

令和３年度見込みを維持することを基本として設定した。

４年度
５年度
６年度

ホームページ、広報紙への時刻表掲載、利用促進ＰＲ、沿線学校との連携強化、
また、半田市内のフィーダー路線（青山・成岩線、半田中央線、亀崎・有脇線）との乗り継ぎダイヤの配慮や乗り継ぎ停留所の整備を図ります。

６年度

（現行からの変更点）

１日当たり計画運行回数

×計画平均乗車密度
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【資料２】

７．収支改善計画（生産性向上の取組）
（１）４年度の生産性向上の取組

（２）定量的な効果目標

【参考】経常収支率

沿線市町村① 沿線市町村② 沿線市町村③

市町村名 半田市 市町村名 常滑市 市町村名
運営主体

49.68%

取組
関係市町と連携を図りながら、半田・常
滑線のPRや周知を行う。
分かりやすく、利用しやすいダイヤの設
定を行う。

①フィーダー路線を継続的に実施する。
②バスロケーションシステムの継続運用
により利便性の向上を図る。
③時刻表の市報への折り込み配布及び公
共施設への配架。
④高齢者運転免許自主返納促進事業の継
続により、対象となる高齢者にバス利用
券を交付し、利用促進を図る。

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

高事業者と連絡を密にし、広報誌や市の
ホームページを活用することで、利用促
進に努めていく。

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等

随時 随時

指標 収支改善率１％

増
収
策
、

経
費
削
減
策
等
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